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（論文審査の要旨）

薬疹の原因薬物を同定する検査法の 1つにパッチテストがあるが、 1施設

での長期間にわたるデータ解析の報告はない。

そこで今回薬疹の原因薬同定におけるパッチテストの有用性を検討した。

1990年 4月から 20年間に昭和大学病院附属東病院皮膚科を受診し、薬疹

が疑われパッチテストを施行された 444名（男性 151名、女性 293名、平均

年齢 49.9歳）を対象とした。試薬は背部健常皮膚に 48時間貼布した。

判定は貼布後 48時間、 72時間に ICDRG基準にて行い、 72時間後に（＋）

以上を陽性とした。

陽性反応は 444名中 100名（22.4%）に認められ、臨床型別の陽性率

は薬剤j性過敏症症候群 56.3%、正疹紅斑型 23.6%、固定薬疹型 20.Oo/oの順

であった。また薬剤別に陽性者数・陽性率が大きいのは造影剤（53名・ 41.1 %）、

次いで中枢神経作用薬（18名・ 28.6%）であり、このうち抗けいれん薬が

16名・ 41% （カノレバマゼピン・ 12名）と高率であった。

本研究によりパッチテストは薬疹の被疑薬物が造影剤や中枢神経作用薬、

特に抗けいれん薬の場合、原因薬同定に有用な検査法であることが明かにさ

れた。この点において新しい知見を得ており学位論文に値すると判断された。
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